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第１章 調査の概要 

１－１ 調査概要 

（１）調査目的 

地域福祉計画・福祉のまちづくり推進計画の策定にあたって、市民の近所づきあいや地域での生活・

活動状況、日ごろの悩みと相談状況を把握するとともに、市の地域福祉及び福祉のまちづくりに関する

意見、要望等を把握する。 
 

（２）調査対象 

令和元年１０月１日現在の住民基本台帳から無作為抽出した１８歳以上の市民３，０００人 
 

（３）調査方法 

郵送による配布及び回収（督促礼状１回送付） 
 

（４）調査時期 

令和元年１０月２５日から１１月１１日まで 

 

（５）回収率 

配布数 
回収数 

（回収率） 

有効回収数 

（有効回収率） 

３，０００ 
１，３８３ 

（４６．１％） 

１，３８０ 

（４６．０％） 
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（６）調査項目 

  

調査項目 問番号 設問 
高齢・障害者福祉 
分野との共通設問 

Ａ 
基本属性 

Ｆ１ 性別  

Ｆ２ 年齢  
Ｆ３ 職業  
Ｆ３－１ 従業地  

Ｆ４ 世帯人数  
Ｆ４－１ 世帯構成  
Ｆ５ 世帯の特徴  

Ｆ６ 居住地  
Ｆ７ 居住歴  
Ｆ８ 住居形態  

Ｆ９ 自治会・町会等の有無  
Ｆ９－１ 自治会・町会等への加入状況  
Ｆ９－２ 自治会・町会等に加入していない理由  

Ｂ 
近所づきあい 

問１ 近所づきあいの必要性  
問２ 近所づきあいの現状 ○ 
問２－１ 近所づきあいのない理由  

問３ 今後の近所づきあいについて  
Ｃ 
支え合いに関する意識 

問４ 
近隣で手助けできること・していること（したこと）・
してほしいこと 

○ 

Ｄ 
地域活動・ボランテ
ィア活動 

問５ 地域活動・ボランティア活動の取組状況（活動内容）  

問５－１ 地域活動・ボランティア活動の取組状況（活動頻度）  

問５－２ 地域活動・ボランティア活動をしていない理由  

問６ ボランティア活動等に参加しやすい条件  

問７ 身近な活動拠点の利用状況  

問８ 
地域のおける支え合いをより充実するために必要なこ
と 

 

Ｅ 
日ごろの悩みと相談 

問９ 日常生活における悩みや不安の内容  

問１０ 相談できる人の有無 ○ 

問１０－１ 相談相手  

問１１ 地域における課題を抱えた世帯の把握状況  

問１２（ア） 相談窓口の認知度  

問１２（イ） 相談窓口を利用する上での課題  

問１３ 相談したいと思う形態（来所、訪問、電話、ＳＮＳ等）  

問１４ 地域包括支援センターの役割や機能の認知度  

問１５ 権利擁護センターふちゅうの役割や機能の認知度  

問１６（ア） 市の福祉に関する情報の入手先  

問１６（イ） 情報を入手する際に困っていること  

Ｆ 
福祉のまちづくり 

問１７ 福祉のまちづくり（建築物、インフラ、情報案内）の状況  

問１８ 外出先での手助けの経験  

問１９ 心のバリアフリーを実現するために必要なこと  

問２０ 福祉のまちづくりのために優先的に取り組むこと  

Ｇ 
災害時の支え合い 

問２１ 災害時の不安や心配ごと  

問２２ 普段から災害時に備えていること  
問２３ 災害に備えて地域で取り組むとよいと思うもの  
問２４ 災害時に手助けが必要な方にできること  

Ｈ 
福祉に対する考え方 

問２５ 福祉に係る用語の認知度  
問２６ 認知症に対するイメージ ○ 
問２７ 福祉に関する考え方  

Ⅰ 
府中市の福祉施策 

問２８ 居住地域の満足度  
問２９ 優先的に取り組むべき福祉施策  

問３０ 
地域福祉及び福祉のまちづくりに対する意見・要望（自
由記述） 
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１－２ 分析にあたって 

 

○ 図・表中の「ｎ」、「回答者数」は、基数となる実数のことである。 

○ 図・表中の「－」は回答者が皆無のものである。 

○ 回答はｎ、回答者数を１００％として百分率で算出してある。小数点以下第２位を四捨五入してい

るため、百分率の合計が全体を示す数値と一致しないことがある。 

○ 複数回答ができる設問では、回答比率の合計が１００％を超える。 

○ 年齢別、性・年代別など調査対象者の基本属性等によるクロス集計結果については、基本属性等に

「無回答」があるため、全体結果の示す数値と一致しない。 

○ 図・表において、回答の選択肢表記を簡略化している場合がある。 

○ 市内を次の１１又は６つの地域に分類し、集計・分析を行う。 
 

◆文化センター圏域 ※本調査では、各文化センター圏域を基本に、次の１１の地域に分類した。 

地域区分 該当地域 

中央文化センター圏域 天神町（１・２丁目）、幸町（１・２丁目）、府中町、緑町、宮町、八

幡町、日吉町、宮西町（１丁目）、寿町（１～３丁目）、晴見町（１・

２丁目） 

白糸台文化センター圏域 白糸台、小柳町（１・３丁目）、若松町（１・２丁目）、清水が丘（３

丁目） 

西府文化センター圏域 東芝町、本宿町、日新町（１～４丁目）、西府町、美好町（３丁目） 

武蔵台文化センター圏域 武蔵台、北山町、西原町 

新町文化センター圏域 浅間町、天神町（３・４丁目）、新町、幸町（３丁目）、晴見町（３・

４丁目）、栄町 

住吉文化センター圏域 南町、分梅町（２～５丁目）、住吉町 

是政文化センター圏域 小柳町（２・４～６丁目）、清水が丘（１・２丁目）、是政 

紅葉丘文化センター圏域 多磨町、朝日町、紅葉丘、若松町（３～５丁目） 

押立文化センター圏域 押立町 

四谷文化センター圏域 四谷、日新町（５丁目） 

片町文化センター圏域 矢崎町、本町、片町、宮西町（２～５丁目）、分梅町（１丁目）、日鋼

町、美好町（１・２丁目） 

 

◆現行の福祉エリア（日常生活圏域） 

地域区分 該当地域 

第一地区 多磨町、朝日町、紅葉丘、白糸台（１～３丁目）、若松町、浅間町、

緑町 

第二地区 白糸台（４～６丁目）、押立町、小柳町、八幡町、清水が丘、是政 

第三地区 天神町、幸町、府中町、寿町、晴見町、栄町、新町 

第四地区 宮町、日吉町、矢崎町、南町、本町、宮西町、片町 

第五地区 日鋼町、武蔵台、北山町、西原町、美好町（１・２丁目）、本宿町 

（３・４丁目）、西府町（３～４丁目）、東芝町 

第六地区 美好町（３丁目）、分梅町、住吉町、四谷、日新町、本宿町（１・２

丁目）、西府町（１・２、５丁目） 
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